
食農学類
Faculty of Food and Agricultural Sciences

「農学専門教育」と「農学実践型教育」からなる

新たな農学教育により、食と農の課題に

主体的・創造的に取り組めるリーダーを育成します。

本学類では、食品産業や農林業の第一線で活躍することや、行政や教育機関などで食品

産業や農林業を支えることを目指す意欲を持ち、卒業までに次の4つの力を身に付けた

いと考える学生を受け入れます。

こんな人に学んでほしい

Admission Policy
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想定される主な進路

取得できる資格

学類紹介M O V I E をチェック！

● 農学の専門知識を関連産業や地域社会の実践的な取り組みにつなげる力
● 異なる専門分野との学際的な交流によってチームプレイを推進できる力
● グローバルな科学的知見や国際比較の情報を地域の課題解決に活かす力
● 温かい眼差しと冷静な分析力によって地域社会への貢献を持続できる力

■ 食品科学コース
■ 農業経営学コース
■ 農業生産学コース
■ 生産環境学コース

※理科については他学類で開講されている授業の単位を取得する必要があります。

● 高等学校教諭一種免許状（農業、理科※）
● 食品衛生管理者（任用資格）
● 食品衛生監視員（任用資格）
● 食の6次産業化プロデューサー
● 測量士補

● 危険物取扱者（受験資格）
● フードスペシャリスト（受験資格）
● 自然再生士補
● 環境再生医初級
● ビオトープ管理士（受験科目一部免除）

● 食品関連企業
● 農業生産法人
● 農林技術系公務員
● 高校教員（農業、理科）
● 農業・農村起業家

● バイオマス関連企業
● 医薬品メーカー
● 試験研究機関
● IT・エレクトロニクス産業
● 復興支援員

● 観光・宿泊企業
● 土木建設企業
● 流通企業 など



カリキュラムの特長

「農学専門教育」と「農学実践型教育」

Curriculum
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食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences

学際的な連携のパワーを醸成し、
食と農の課題克服につなげよう
　本学類は「社会の具体的な課題に向き合う農学の原点」を大
切にしており、それを象徴するのが1年次からスタートする農
場などでの実習です。食の流れに沿ったコース編成も特徴で、
川上の生産環境学、川中の農業生産学、川下の食品科学、そし
て流れをつなぐ農業経営学の４コースがあります。２年次の
後期から所属する専門コースでは、国際的にも最先端の知識
と手法を学びますが、その内容を専門外の人々に分かりやす
く伝えることも大切です。それが食と農をめぐる学際的な連
携のパワーを生み、課題の克服につながるからです。在学中
に、広がりと柔軟性のある視野を獲得しましょう。なお、３年
後には大学院の開設も目指しています。

食農学類長 生源寺 眞一 教授

学類長メッセージ 

教員紹介

松田 幹
平 修
石川 大太郎
尾形 慎
吉永 和明
熊谷 武久
升本 早枝子
渡部 潤
藤井 力
西村 順子

（食品機能学Ⅰ）
（食品機能学Ⅱ）
（食品分析学）
（食品素材科学）
（食品加工学Ⅰ）
（食品加工学Ⅱ）
（食品保蔵学）
（発酵・醸造学Ⅰ）
（発酵・醸造学Ⅱ）
（食品安全学）

食品科学コース

金子 信博
望月 翔太
藤野 正也
石井 秀樹
神宮字 寛
申 文浩
原田 茂樹
福島 慶太郎
牧 雅康
窪田 陽介

（森林科学）
（森林保護学）
（森林利用学）
（里山管理論）
（農村計画学）
（水資源利用学）
（土壌物理学）
（森林育成学）
（農業リモートセンシング）
（スマート農業論）

生産環境学コース

荒井 聡
原田 英美
河野 恵伸
則藤 孝志
高山 太輔
小山 良太
生源寺 眞一
林 薫平

（農業経営学）
（農産物流通論）
（食品マーケティング論）
（フードシステム論）
（農業経済学）
（協同組合学）
（農業政策学）
（農林資源経済論）

農業経営学コース

新田 洋司
高橋 秀和
渡邊 芳倫
深山 陽子
高田 大輔
篠田 徹郎
岡野 夕香里
大瀬 健嗣
二瓶 直登
石川 尚人

（稲作学）
（作物育種学）
（環境保全型農業論）
（蔬菜・花き園芸学）
（果樹園芸学）
（応用昆虫学）
（植物病理学）
（土壌科学）
（植物栄養学）
（飼料作物学）

農業生産学コース

※2022年4月1日現在

詳しい経歴はこちら

年次2 年次3 年次4
グローバルな視点から専門をとらえる教養と
農学の専門基礎を身につける

■ 英語
■ キャリア形成論　ほか

■ 農業と人間
■ 情報リテラシー　ほか

基
盤
教
育

専門教育

自由選択

教養領域

問題探究領域

接続領域

学びの目標

課程

　

アドバイザー教員

クラス担任、学生担任が定期的に面談し、履修や学修、生
活、進路等について助言します。

食料・農業の実践に関　　　　 する専門知識・技術の
習得と社会基盤の理解

年次1
第1セメスター 第2セメスター 第3セメスター 第4セメスター 第5セメスター 第6セメスター 第7セメスター 第8セメスター

1年次前期～2年次前期

2年次後期～3年次前期

3年次後期～4年次

： クラス担任

： 各コース教員

： 卒業研究指導教員

基礎教育と農業関連産業の基礎を身につける ディプロマポリシーの達成

教養・農学基礎課程

数理リテラシー

学類共通専門基礎科目 学類共通専門演習

農学専門教育課程 －専門を基礎とした実践的　　　   農学－

2
年
次
後
期
よ
り
コ
ー
ス
の
選
択

食品科学コース

農業生産学コース

生産環境学コース

農業経営学コース

農学リテラシー
■ 食品科学概論
■ 農業生産学概論

■ 生産環境科学概論 
■ 農業経営概論　ほか

■ 世界の食料と農業

■ 農場基礎実習Ⅰ（1年次前期） ■ 食農情報処理演習（2年次前期）
1年次実習の成果を踏まえ、農産物加工、生産環境整備、農
業経営に関する基礎的な情報処理・データ活用演習を実施

■ 食農実践演習Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ
4コース横断でチームを編成し、地域課題解決型プロジェクトに　　　　　取り組んで実践力を養成

卒業研究科目

■ 卒業研究基礎演習　■ 卒業論文

研
究
室
所
属 ■ 卒業研究演習（4年次通年）

各研究室で関連領域の研究を行い、より高度な専門知識と実践力を修得

■ 農場基礎実習Ⅱ（1年次後期）
学内及び周辺に設けた農場で、米・果樹・野菜などの栽培実
習や収穫・貯蔵などの実習を実施

1年次から4年次まで

切れ目なく

演習・実習科目に

取り組みます

■ 食農科学英語演習
■ 基礎数学　■ 統計学　■ 生物学　■ 化学　■ 物理学

自らの興味・関心にしたがって、基盤教育及び学類内外の科目から選んで履修する

専門知識と実践力を

融合させます

講 義

実 験

実 習

農学実践型プログラムの

サイトを開設！

ウェブサイトはこちらから▶

　「農学専門教育」では、有機的に結びついた「4つの専門コース」で教員と学生が密接に連携しながら共に学び、専門性と学際的な思考

力を養います。「農学実践型教育」では福島県全域を教育のフィールドとして、地方自治体・農業関係組織と密接に連携しながら、地域が

抱えている課題の解決を目指します。学生・教員全員が地域に通いながら、課題の発見から解決策の提案までを経験し、現場ニーズへの

対応力や専門知識を応用する実践力を身につけます。



食と農のリーダーに求められる
知識と技術、考え方を学ぶ4年間

　食農学類は、よりよい社会の創造に向けて農学の専門

性を活用し、新たなフードシステムの創出に貢献できる

人材を養成します。日本やモンスーンアジア等の農林業

と食生活を深く理解するために、設けた学びは「農学専門

教育」と「農学実践型教育」の2つの柱からなる新たな農学

教育。１年次から基盤科目、専門基礎科目を学び、2年次後

期から4つのコースに所属して専門科目を学びます。特色

のひとつは「実践的な農学の重視」であり、入学の直後か
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2年次後期からはじまる「農学専門教育」

　フードチェーンの上流にあたる「生産環境学」、中

流の「農業生産学」、下流の「食品科学」、そして全体を

見通す「農業経営学」という、4つの履修コースから専

門的に学びます。専門知識を身につけるだけでなく、

各コースが有機的に結びついた教育を実施。近年重

要視されている「消費者視点で考える農産物生産」な

ど、専門分野を超えた学際的な思考力を養います。

１年次入学後すぐに始まる「農場基礎実習」
基礎教育と農業関連産業の基礎を学ぶ

4領域を学び食と農のプロになる

食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences

農業経営学
コース

魅力的な農業経営の
確立を学ぶ

生産環境学
コース

持続的な農林業のための
環境管理を学ぶ

6次産業化による
地域振興

自然・環境と調和した
適地適作

農産物の
高品質化と
流通・市場
対応

農産物の
安定供給と
高付加価値化

農業・林業・
畜産業など
地域の多様な
担い手の協力

農業生産学
コース
農産物の

高品質化を学ぶ

食品科学
コース
農産物の

高付加価値化を学ぶ

多角的に学べる
　東日本大震災と原子力災害の発災から10年目を迎えるなかで、

復興をめぐる行政、政策、制度が大きな転換点を迎えています。こ

の授業では、放射能の基礎的な知識を修得した上で、福島の原子

力災害を自然・社会・経済など多角的観点から学びます。また、残

された課題を検討するとともに、被災地域並びに我が国や国際社

会に対して、食農科学が果たすべき役割について考えます。

　福島のモモ（あかつき）、岩瀬キュウリ、南郷トマト、伊達のあん

ぽ柿、奥会津金山赤カボチャ。福島県には、長い年月をかけてブラ

ンドを築いてきた農産物や食品が数多く存在します。震災と原子

力災害に立ち向かい、乗り越えようとするなかで、新たにブラン

ディングを図る挑戦も各地で始まっています。福島県が誇る主要

品目や各地の実践事例を学びながら、これからの「福島のブラン

ド農業」の課題と方向を一緒に考えてみましょう。

福島のブランド農業 震災農村復興論

ら農場実習がスタートします。また、学際的な連携力を育

みながら、専門性を深めていきます。それによって身につ

けた分野に固有の概念や思考法を、他分野の人々にわか

りやすく伝える力も養います。2年次後期から3年次にか

けては、県内各地で農学実践型教育を実施し、学生・教員

の混成チームで取り組みます。これは、学際性の向上を意

図して行われています。
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　福島県の畜産業、主に飼料分野に興味があり、食農学類を選びまし

た。そして今、トップレベルの先生方の手厚いサポートのもと、「福島

の農業」を知ることに全力を注いでいます。例えば、講義だけに留まら

ず、フィールドワークにも参加するとか、積極的に農家さんとの交流

を図るなどといった活動を実践、生きた情報を収集しています。地域

の方々の支援も、とても温かいです。このようにして得た情報をもと

に、畜産や栽培といった自分の興味がある分野に当てはめながら、技

術と知識の同時修得を目指しています。

技術と知識の同時修得を目指しています
　食農学類1年生で「エウレカ」という科学サークルを立ち上げたり、

C1プロジェクトという、留学や大学院進学に向けて英語力向上を目

的としたレッスンを受けたり、充実した日々を送っています。そんな

私が今、興味を抱いているのが「生産環境」という分野です。農業に限

らず、地球の水資源や森林資源がどのように循環しているのか、また

水汚染や森林破壊の対処法など、各分野での課題があることを知り、

大学院進学も視野に入れつつ、詳しく学びたいと思っています。

在学生に聞いてみました！Interview Q. 今、夢中で学んでいることは何ですか？

心惹かれる学びがたくさんあります

食農学類2年
［ 宮城県仙台第一高等学校出身 ］ 近藤  遥海さん 食農学類 4年

［ 埼玉県筑波大学附属坂戸高等学校出身 ］ 廣瀬  辰馬さん

農業経営学コース
特徴的な科目

農業経営学

特徴的な科目

農林資源経済論

　フィールドワークを重視した農業経営学を軸に、生産から加工・

流通を経て消費に至るフードシステムに関わる問題を解決する知

識と技能を身につけます。また他コースの科目を履修することで

得られる多角的な視点で、今後の地域農村社会の現場を担える人

材の育成を目指します。

食品科学コース

主な科目

● 食品機能学Ⅰ・Ⅱ

● 食品分析学

● 食品素材科学

● 食品加工学Ⅰ・Ⅱ

● 食品保蔵学

● 発酵・醸造学Ⅰ・Ⅱ

● 食品安全学
主な科目

● 稲作学

● 作物育種学

● 環境保全型農業論

● 蔬菜・花き園芸学

● 果樹園芸学

● 応用昆虫学

● 植物病理学

● 土壌科学

● 植物栄養学

● 飼料作物学

特徴的な科目

食品加工学Ⅱ

特徴的な科目

食品分析学

　食品の栄養素や機能を分析するための専門的な知識と技能を身

につけるコースです。併せて安全性やおいしさなどに優れた食品

の製造を理解し、新商品開発に挑戦できる人材や、発酵や醸造学の

学びを通して地域の食の伝統的な強みを活かせる人材の育成を目

指します。

生産環境学コース
特徴的な科目

森林科学
森林は生態系の一部であるとともに、歴史的に人
が大きく関わって現在の姿があります。木材資
源、生物多様性の保全、地球環境問題、放射性物質
による汚染、及び地域の農業との関係について実
例に基づき学びます。

特徴的な科目

農業リモートセンシング

　生産環境の保全と活用に対する専門知識や技術を身につけるた

めに，森林・農地・水環境等の生産資源と生産活動を管理・運用する

システムを学びます。また本学類以外のコース科目の学びを通し

て、多角的視野から生産環境を探求し、保全と活用を実践できる人

材の育成を目指します。

農業生産学コース
特徴的な科目

応用昆虫学

特徴的な科目

果樹園芸学
福島を代表する果樹に関して、"福島の飛躍"を目
指し、樹体生理に基づいた栽培方法の解析、
ICT /A I技術の導入、海外輸出に関連した流通技
術、"復興"をキーワードに放射性Csの果樹園にお
ける動態に関して学びます。

　作物栽培に関する最新技術や知見を駆使し、作物生産、食料生

産、栽培資源利用などの農業生産に関わる諸問題を解決する専門

知識と技術を身につけます。その上で新品種の開発と既存品種の

見直し、栽培技術の革新、病害虫の農業被害管理といった技能の修

得を目指します。

昆虫は、地上で最も繁栄した動物群で、農業を始
め人間生活と深く関わっています。本講座では、
昆虫の生理・生態の基礎、主要作物害虫の生態・被
害、様々な防除法、環境保全型の害虫管理法等に
ついて学びます。

リモートセンシングは、宇宙や空から非破壊・非
接触で地表面の状態を測ることができます。農業
リモートセンシングでは、この技術の原理と実例
を基に農業分野での活用方法、特にドローンを用
いた方法について学びます。

市場ニーズに対応した農業経営のあり方・経営戦
略を、地域の事例も踏まえ考えていきます。農産
物の市場・販売戦略、農場の規模と集約度、作物選
択の理論と財務諸表に習熟し、農業経営者に必要
な能力を涵養します。

森林や里山の資源を循環利用することにより集
落や地域経済の活性化をどう実現するか理論面・
実践面から学びます。「森は農の恋人」の考え方
や、震災・原発事故の影響からの「里山の経済」立
て直しの課題を考えます。

食品加工により、安全性、保存性、栄養性、健康機
能性、嗜好性、利便性などが向上し、付加価値が生
まれます。本講義では食品の加工工程による変化
を科学的に学びます。

食品分析学では、一般成分分析法、機器分析法に
ついて最新の食品研究の動向や福島県内外での
事例などを交えて解説を行うことで、多成分不均
一素材としての食品の適切な評価、最適な制御法
を学び、将来各人がそれぞれの現場で活用できる
基礎知識の修得を目指します。

主な科目

● 農業経営学

● 農産物流通論

● 食品マーケティング論

● フードシステム論

● 農業経済学

● 協同組合学

● 農業政策学

● 農林資源経済論 主な科目

● 森林科学

● 森林育成学

● 森林保護学

● 森林利用学

● 里山管理論

● 農村計画学

● 水資源利用学

● 土壌物理学

● 農業リモートセンシング

● スマート農業論

食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences
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食農学類 ｜ Faculty of Food and Agricultural Sciences 現場に向き合って、
課題を分析＆解決策を提案

4コースの学生・教員と
地域の人々が連携

日本の将来的な課題を
先取りしているのが福島

すべては課題解決のため
あらゆる知・技・人を結集

　「農学栄えて農業滅ぶ」という言葉にも表現されているように、日

本の農は、学問と現場がかけ離れてしまいがちでした。本学類では、

現場が抱えている課題を解決する「農学・食品科学の原点」に立ち返

り、学生自身が地域に通い、課題の発見から解決策の提案までを経

験。学んだ専門知識を応用する実践力を身につけます。

　福島県内の地域課題に取り組むなかで、時には「他県の技術を取

り入れるべき」というケースもあるでしょう。課題解決のために必

要であれば、先進的な国・地域を視察したり、他県から先端技術の開

発者を招いたり、関連分野の学会に参加したりすることも。県境・国

境を越えた活動が、グローバルな視野・能力を育みます。

　4つの履修コースの学生・教員を組み合わせた混成チームが、地域

の人々と連携して各プロジェクトに挑戦。それぞれの専門知識を発

揮し合うことで、地域が直面する課題に複合的に対応します。大切な

のは、相手に分かるように専門知識を伝えられるコミュニケーショ

ン能力。専門の枠を超えて協力し合える学際性を養います。

　農林業の担い手不足の解消から、食品の安全性の確保まで、今後の

日本が直面する課題を先取りしているのが、震災後の福島県です。

「農学実践型教育」では被災地の復興に貢献できるだけでなく、その

成果を全国や世界に発信したり、卒業後に出身県などで経験を活か

したりすれば、広く社会に貢献することができます。

福島県全体がキャンパス

2年次後期～３年次通年
「農学実践型教育」

　学生・教員・地域の人々がタッグを組んで、9つのプロジェクト

に挑戦する科目「食農実践演習」。足繁く現地を訪れて、課題の解

決に向けて学びを深めるカリキュラムです。この演習のもっとも

肝心な部分は、食品科学・農業生産学・生産環境学・農業経営学と

いう4つの履修コースから学生・教員が集まり、専門コースの混成

部隊としてチームが編成されます。コースの異なるチームメイト

と協力しながら、月に何度か地域に通い、課題を分析し、解決策を

提案します。実践性・貢献性を重んじるとともに、学際的な交流を

大切にするプログラムで、これが農学実践型教育にほかなりませ

ん。また、本学類の専任教員が総員で取り組むのも、実践型教育に

かける熱意の表れ。地域社会に貢献しながら、将来に広く役立つ

学際性・実践力を育みます。

地域課題・キーワードの例
6次産業化

先端農業の推進

福島ブランドの復興

地域再生

ワイン・日本酒、発酵食品（納豆・味噌など）、機能性食品、医福食農連携

スマート農業とICT（情報通信技術）活用、GAP認証、魅力的な農業の事業モデル構築

県特産品のブランディング（米・畜産・園芸）、風評払拭、地産地消マルシェ

里山再生、循環型農業、菜の花で地域づくり、バイオマス活用と地方創生

プロジェクト実施地域

金山町

福島市
伊達市

西郷村

郡山市

飯舘村

南会津町

南相馬市
猪苗代町

　食農学類には食の流れに沿った4つの専門コースがありますが、この

コースの垣根を低くしているのが特徴です。コース配属後も食農実践演

習では、4コース混成チームで各地域の課題に取り組みます。これは、分

業が進み加工品や飲食サービスの利用が増えた現代で、食と農の様々な

問題の解決に向けて各分野 が連携して取り組む実践性を重視している

からです。食料、地域、環境など、食農学類で取り扱う分野には持続可能

な社会を築くために取り組むべきテーマがたくさんあります。実現した

い未来のための一歩を、食農学類から始めましょう。

多様な価値観を理解し、主体的に行動できる人に
　本学類は「科学」を知る場所です。「科」は「物事」、「学」は「より良くす

るための考え方」という意味です。ここでは、物理・化学・生物・社会学な

どあらゆる「学」で世の中を素敵にする術を知ることができます。自分

が社会に還元したい仕事を見つけられるよう、多くのことを知ってくだ

さい。大学は色々な意見を持つ人たちの集まりです。食べながらだと何

故か異論・反論も楽しく聞くことができます。「食べる」だけでも未知の

ことがたくさんあります。美味しく食べながら健康とは何かを一緒に考

えていけたら嬉しいです。

食を通してあらゆる「学」を学べる場所

先生に聞いてみました！Interview

平  修教授
食農学類 
［ 研究テーマ／食と健康 ］ 原田  英美准教授

食農学類 
［ 研究テーマ／農業経営の発展プロセス、食農連携 ］

※掲載されている写真は一部イメージ写真です。


